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必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
ファッションビジネ
ス

ファッションビジネス業界において、産業の構造（繊維、ア
パレル、小売）と現状を理解し、その特徴と問題点、社会と
消費者の変化、国際環境の変化など、ファッション業界の変
遷と実態を学ぶ。

1
・
通
年

90 3 ○ ○ ○

○ アパレル商品知識

アパレル商品に必要な知識を学ぶ。
講義、実習を通し各アイテムの商品知識を深め商品の選択
眼を養う。
ファッションビジネス能力検定合格も目指す。

1
・
前
期

180 6 ○ △ ○ ○

○ アパレル商品構成

流通全般に必要なアパレル商品としてのスカート、パンツ、
シャツブラウス、の基礎知識を理解させる。
基本型の各アイテムを製作し、発表することでファッション
コーディネート技術を学習させる

1
・
後
期

180 6 ○ △ ○ ○ ○

○
ファッションコー
ディネート

時代への適応力を持ち合わせ、客観的に捉えたファッション
コーディネートの提案能力を養う。
実物を使用して、実践的に取り組みながら学習することを目
標とする。

1
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○ マーケットリサーチ

・ショップや街などの調査を通してリサーチ力を身につけさせ
るとともに、「調べる・見る・聞く」というリサーチの基本を修得
させる。
・ファッション産業の構造を理解し、業態別にリサーチを行
い、それぞれの特徴を理解する。
・目的に合わせたリサーチを実践し、得られた情報を分析し、
自分のキャリアに結びつけることを目指す。

1
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○ ファッション色彩

ファッション流通の色彩に関する基礎的な技術や知識を、演
習を中心に行いながら習得する。ファッション色彩能力検定3
級に対応。テキストの内容に沿った講義や実習プリントの学
習を通し、色彩の基本的な知識、配色の基礎、ファッションカ
ラーコーディネーションのセオリーなどを理解し、ファッション
の現場で活用できる能力を身につける。

1
・
通
年

60 2 △ ○ ○ ○ ○

○ アパレル素材論

アパレル製品の主な素材である布地とそれを構成する繊
維、糸、またそれらの整理、仕上げ、染色加工等に関する基
礎知識について、「講義」「実習」を通して学習する。さらに、
テキスタイル及びアパレル業界のつながりや現状とも関連付
けられるようにする。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ ファッション史

ファッション史の通史的、概論的講義。古代から現代に至る
西洋を中心とした歴史の流れと服装の推移発展を理解させ
る。特にヨーロッパの服装の変化と特性に重点を置き、現代
ファッションの生成を理解し、学生が今後ファッション業界で
その知識を活かせるようにする。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○
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授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通科）２０２２年度

分類

　

　

　

 

 

授業方法 場所 教員



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
ファッションデザイ
ン画

・人体の動きと衣服の関連を把握し、デザインの構造を明確
に描く技術を習得する
・マーカーを使用したファッションデザイン画の表現力の習得

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ コンピュータワーク

オフィス系及びグラフィック系のソフトの基本操作を学びなが
ら、目的・用途に応じた使い分けを可能にし、表現方法に広
がりを持たせることを目標とする。
・ドロー系ソフト／Illustrator
・ペイント系ソフト／Photoshop
・オフィスソフト／Excel・PowerPoint

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択 （語学）
ファッション英会話

初級程度の英文法を学んだ学生を対象に、文法の復習と口
頭でのアウトプットを主な目標とする。ファッションを専攻して
いる学生を対象としているため、ファッション関連の語彙を増
すこと、ファッション関連の表現に接することにも重点を置い
たプログラムとしている。レベルは初級（中位）から中級ま
で。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択 （語学）
オーラルコミュニ
ケーション

様々なシチュエーションを想定し、クラスメイトと英語でコミュ
ニケーションをとる。会話中心の授業をとなるため学生には
積極的な発言が求められる。授業は原則として英語で行う。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択 （語学）
ＴＯＥＩＣ

TOEICテストでの600～700点程度の取得。
スコアに見合うだけの英語力を身につける。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択 （語学）
中国語

発音の土台｢ピンイン｣から始め、難関の｢四声｣「変調」｢巻き
舌音｣をマスターします。入門段階では、単語を蓄積しながら
文型入り、実践練習で会話表現を覚えます。
初級段階では、時制のニュアンス、意思の伝え方を学びま
す。中検準4級基準。準中級段階では、疑問表現を学ぶほ
か、物事の比較・類似・比喩表現についてトレーニングしま
す。中検4級基準。
準中級１段階では、動作の回数、時間の長さ、疑問表現を学
ぶほか、物事の比較・類似・比喩の表現についてトレーニン
グします。中検4級基準。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択 （語学）
日本語(留学生)

留学生が本科の授業について行けるよう全般的な日本語の
学習、特に表現力をつける学習を行う。更に専門用語リスト
やファッションニュースで専門語彙を増やすこと、自分の作品
を日本語で表現することを目標とする。相手に伝わる日本語
を話すための発音練習も行う。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択Bファッショ
ンイラストレーショ
ン

・人体の基本となる８頭身を描き、自由なポーズを描けるよ
うになる。
・フロッタージュ・コラージュなどを取り入れたイラスト
レーションの技術を学ぶ。
・A3サイズのオリジナルのファッションイラストレーション
を描く。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択B
ソーイングa

・ニット（カットソー）のトップスを制作
・スムース、フライスを中心とした布地で一重仕立てのトップ
スを制作する。
・マスターパターンと既存のパターンを用いて各自のデザイン
に応じた縫製方法を理解させる。
・発表会を行い各作品にあったコーディネートを考える。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○
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当
年
次
・
学
期

授
　
業
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数
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数

企
業
等
と
の
連
携

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （3/5）

授業科目等の概要



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自由選択B
ソーイングb

パンツの本知識と下半身の体型を理解し、実物作品を完成
させてコーディネートテクニックを学習させる。各自のデザイ
ンに応じた製作方法を指導し、理解させる。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択B
ハンディワーク

ハンディワークの基礎知識(カラーエンブロイダリー、ビーズ
エンブロイダリー、スパングルエンブロイダリー、リボンワー
ク、つまみシャーリング)を理解することを目標とする。
実際の商品に取り入れた作品を調査し、服作りに応用発展
できることを目標としたオリジナルファッション小物を制作す
る。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択B
帽子a

アクセサリーの基礎として、布帛による基本的な帽子を製作
し、知識と技術を取得する。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択B
ファッションイラス
トレーション

・人体の基本となる８頭身を描き、自由なポーズを描けるよ
うになる。
・フロッタージュ・コラージュなどを取り入れたイラスト
レーションの技術を学ぶ。
・A3サイズのオリジナルのファッションイラストレーション
を描く。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択B
染色

染色に関する基礎的な知識と技法を、各実習を通して習得
し、それをもとに他教科の制作物に応用展開できる能力を養
う。
さらに、染色・加工の観点からテキスタイルについての理解
を深めることを目標とする。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択B
きもの着付け

着物、浴衣の一般知識及び基本的な着装の方法を身に着け
る。
設定時間内に着方ができるよう技術を身に着ける。
着物の格やTPOを理解したうえで時代に即したスタイリング
ができることを目標とする。

1
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

〇
自由選択B
日本のサブカル
チャー史

映画、音楽、アニメ、ゲーム、キャラクターなどのサブカル
チャーコンテンツからストリートファッションを含めた都市風俗
までを見ながら時代や社会背景を考察し、日本の戦後の歴
史をたどると同時にその特異性を探る。またさまざまな具体
例を通しサブカルチャー的な思考法や想像力に触れ、同時
代の社会や文化を見つめなおす新たな視点を得ることを目
指す。

1
・
後
期

30 1 〇 〇 〇
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授業科目等の概要
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〇
自由選択B
映画から見るファッ
ション

授業概要：ファッションを伝えるメディア（媒体）の一つとして
映画を捉え、映画のなかのファッションが時代によってどのよ
うな役割を担っていたかを学ぶ。具体的には、スターがス
ター足らしめた時代（1910-60年代）と「ニュー・シネマ」以降
（1960年代後半-現在）と大きく二つに分け、①映画の技術の
発展（サイレントからトーキー、モノクロからカラーなど）と衣
装の見せ方の関係性、②映画のなかの俳優とファッションの
関係性、③そこに描き出されていた理想の男らしさ・女らし
さ、④当時の社会との関係、⑤観客の眼差しの変遷につい
て、特筆すべき映画の具体例を交えながら検討していく。
到達目標：映画のなかのファッションが時代によってどのよう
な役割を担っていたかを理解し、ファッションの魅力を人に伝
えられるように言語化（＝レポート提出）することを目標とす
る。

1
・
後
期

30 1 〇 〇 〇

○ 自由研究Ａ

映画のファッションからコーディネートを分析し、オ
リジナルのスタイリングを提案しファッション業界と
しての意識の高揚をはかる。

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ 自由研究Ｂ
日頃の学習を基礎とし、専門職業人を目指すものとし
ての意識の高揚をはかる。
将来の職業選択、キャリア形成のための自己学習。

1
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○ 企業研修

日頃の学習を基礎とし、専門職業人を目指すものとしての意
識の高揚をはかる。企業内の実習、見学、講義などを通して
接客による消費者ニーズの把握、商品企画、仕入れ、売り場
構成、商品構成、販売促進などの仕組みの把握、商品の取
り扱い方、在庫管理の方法、社会人のマナー、接客における
マナー、実務の体験、研修企業先の業態、基本方針などの
概要把握を理解、体得する。

1
・
後
期

90 3 　 ○ ○ ○

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ キャリア開発

1自己分析―社会の中で自分を活かせる長所・特徴を探る
2キャリアプラン―産業構造を理解し、社会との接点の中から
自分に合う職業を見つけ出す
3就職対策―就職活動に必要な知識・マナーを学び、能動的
に行動できる力を身につける
以上を到達目標に社会人として必要なヒューマンスキルの向
上を目指す。

1
・
通
年

30 1 ○ ○ ○ ○

○ 特別講義Ⅰ

レギュラー授業に含まれない人材育成のために、講義をはじ
めファッション流通で学ぶ上で、今後に役立つ知識を習得す
る。
ファッション流通業における経営や仕入れや販売、ディスプレ
イ、スタイリング、ヘアメイク、販売促進・ＰＲなど、ビジネスに
おける情報活用の重要性が高まっている現状において、専
門科目における情報収集・分析のスキルとは別に、市場や
展示会などの見学を通して、ファッション情報に関する見聞を
広げる。

1
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 校外研修Ⅰ
専門科目における情報収集・分析のスキルとは別に、美術
館見学や映画鑑賞などを通して、ファッション情報に関する
見聞を広げる。

1
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

　　15科目
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授業科目等の概要
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当
年
次
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学
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授
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企
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必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
スタイリストワーク
A

2
・
前
期

60 2 ○ △ ○ ○

○
スタイリストワーク
B

2
・
後
期

60 2 ○ △ ○ ○

○
ディレクションワー
ク

スタイリング表現をするにあたり、その目的をしっかりと捉え
明確にすること、また目的実現のためには、何をするべきな
のかをきちんと組み立てる、他人と共有するその方法を学
ぶ。

2
・
通
年

30 1 ○ △ ○ ○

○
スタイリングフォ
ト

スタイリストとして必要な写真撮影の基礎知識を学び、スタイ
リストワークと連動しテーマに沿った作品をスタイリング撮影
し、自分の好きな世界観の追求、 ヘアメイク含めトータルで
服の見せ方スタイリングのポイントを学ぶ。

2
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○ フォト概論

撮影現場でスタイリストとして必要な写真の知識を、ポートレ
イト講義、ファッション写真史など通じて学び、役立てていく。
また授業の後半に写真集を制作、発表し、プレゼンテーショ
ン力、発想力を養う。

2
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○ リメイク演習

既成商品を新しい発想とデザインで、再構築させてオリジナ
ル作品の制作を行う。
制作を基にリメイクウェアのデザイン、パターン、素材、テク
ニック、着こなしについて理解させる。

2
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○ アパレル造形演習
異素材を使ったアパレル制作・アクセサリー制作を行う。
作品制作を通じ、アパレル造形の一般知識、技術、素材の
特徴と扱い、着こなしについて理解させる。

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○ アパレル商品論

スタイリストに必要なアパレル商品知識をアイテム毎に名
称、ディテール、素材、縫製やフィッティングのチェックポイン
ト及び取扱いなどを学び、レポートを制作することにより知識
を理解・修得し、商品選択眼を養う。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 染色・加工演習

スタイリストの実務において、染色加工に関連する依頼や要
求に対応できる能力を養う。
また実習を通して、市場に流通する染色加工品の知識を深
めることを目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
アクセサリー論・演
習

ファッションコーディネーションに必要なファショングッズの専
門知識と技術を学ぶ。
作品製作を通しアクセサリーと衣服のコーディネーション力・
バランス感覚を身につける。

2
・
通
年

30 1 ○ △ ○ ○

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通科スタイリストコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

スタイリスト・スタイリストアシスタントの仕事の役割を理解さ
せる。
スタイリストの現場において、即戦力となる実務・知識・技術
の習得を目指す。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
ファッションスタイ
リング

ファッションスタイリングの基本的な知識と技術を習得
する。時代への適応力客観的に捉えたファッションスタ
イリングの提案能力を養う。素材や柄、アクセサリー、
シルエット、体型カバーなどに視点を置きファッション
スタイリングのテクニックの講義を主体にし、スタイリ
ング実習　プレゼンテーションを行う。

2
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○ ディスプレイ

ディスプレイの基本のテクニックを学び、モデルショップのウィ
ンドーを使い、グループで演習を通して理解する。
フォーミング、ウエアリング、置く、吊る、ピンナップ、ピンワー
クのテクニック、それに伴う構成、道具、用具、ツールの使い
方、演出を学ぶ。
プランニングをし（ディスプレイデザイン画、テーマ／コンセプ
ト、カラー、イメージコラージュ等）それを基にディスプレイを
行うことができるようになる。

2
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○ ヘア・メイク

スタイリストとして、さまざまなヘア・メーキャップの技術と知
識を学び、スタイリング提案をより理解しやすくし、自己表現
の可能性を広げる。
美意識・美的センスを養う。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○ ○

〇 パーソナルカラー

1年次の色彩学や配色理論をもとに、ファッション業界の現場
で活用する「似合う色」の習得を目指す。外見の色素による
理論的なアプローチ方法を学び、似合う色を見分ける色感を
身につけ、スタイリングスキルの応用力向上を図る。（＊パー
ソナルカラー検定3級・2級の内容を含む。2級を全員受験と
する。）

2
・
後
期

30 1 △ 〇 〇 〇

〇 メディア表現
スタイリングして撮影したビジュアルを各種ツールやメディア
にあわせて、より良い表現にするための基本を学び、課題制
作を通じて実践する。

2
・
通
年

30 1 〇 〇 〇

○
自由選択 （語学）
ファッション英会話

初級程度の英文法を学んだ学生を対象に、文法の復習と口
頭でのアウトプットを主な目標とする。ファッションを専攻して
いる学生を対象としているため、ファッション関連の語彙を増
すこと、ファッション関連の表現に接することにも重点を置い
たプログラムとしている。レベルは初級（中位）から中級ま
で。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択 （語学）
オーラルコミュニ
ケーション

様々なシチュエーションを想定し、クラスメイトと英語でコミュ
ニケーションをとる。会話中心の授業をとなるため学生には
積極的な発言が求められる。授業は原則として英語で行う。

2
・
通

年 60 2 ○ ○ ○

○
自由選択 （語学）
ＴＯＥＩＣ

TOEICテストでの600～700点程度の取得。
スコアに見合うだけの英語力を身につける。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

企
業
等
と
の
連
携

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

授業科目等の概要

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2/6）

（ファッション流通専門課程ファッション流通科スタイリストコース）２０２２年度

分類



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自由選択 （語学）
中国語

発音の土台｢ピンイン｣から始め、難関の｢四声｣「変調」｢巻き
舌音｣をマスターします。入門段階では、単語を蓄積しながら
文型入り、実践練習で会話表現を覚えます。
初級段階では、時制のニュアンス、意思の伝え方を学びま
す。中検準4級基準。準中級段階では、疑問表現を学ぶほ
か、物事の比較・類似・比喩表現についてトレーニングしま
す。中検4級基準。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択 （語学）
日本語(留学生)

留学生が本科の授業について行けるよう全般的な日本語の
学習、特に表現力をつける学習を行う。更に専門用語リスト
やファッションニュースで専門語彙を増やすこと、自分の作品
を日本語で表現することを目標とする。相手に伝わる日本語
を話すための発音練習も行う。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択A
ニット

ハンドニットの一般知識（素材・道具・編み地）と棒針、鉤針
の編み方の理解と作品作りの知識を習得し、ニットの可能性
を広げる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ 〇

○
自由選択A
ソーイングa

・ニット（カットソー）のトップスを制作
・スムース、フライスを中心とした布地で一重仕立てのトップ
スを制作する。
・マスターパターンと既存のパターンを用いて各自のデザイン
に応じた縫製方法を理解させる。
・発表会を行い各作品にあったコーディネートを考える。
・発表会を行い各作品にあったコーディネートを考える。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
ソーイングb

パンツの本知識と下半身の体型を理解し、実物作品を完成
させてコーディネートテクニックを学習させる。各自のデザイ
ンに応じた製作方法を指導し、理解させる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3/6）

授業科目等の概要
（ファッション流通専門課程ファッション流通科スタイリストコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自由選択A
アートフラワー

コーディネート・撮影に使えるアクセサリーの制作【紅
茶染め・アメリカンフラワー・樹脂】

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
ハンディワーク

ハンディワークの基礎知識(カラーエンブロイダリー、ビーズ
エンブロイダリー、スパングルエンブロイダリー、リボンワー
ク、つまみシャーリング)を理解することを目標とする。
実際の商品に取り入れた作品を調査し、服作りに応用発展
できることを目標としたオリジナルファッション小物を制作す
る。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
きもの着付け

着物、浴衣の一般知識及び基本的な着装の方法を身に着け
る。
設定時間内に着方ができるよう技術を身に着ける。
着物の格やTPOを理解したうえで時代に即したスタイリング
ができることを目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
帽子a

 アクセサリーの基礎として布帛による基本的な帽子を製作し
知識と技術を取得する。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
帽子ｂ

・ファッションコーディネートの演習に活用される帽子の応用
編
・ヘッドドレスを2点制作する

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
バッグ

ファッションコーディネートに必要なアクセサリーの基本を学
び、布地を使った一重のエコバッグと裏地つきの曲げまちの
トートバッグの２種類を製作。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由 選択 Aフ ァッ
ションイラストレー
ション

・人体の基本となる８頭身を描き、自由なポーズを描け
るようになる。
・フロッタージュ・コラージュなどを取り入れたイラス
トレーションの技術を学ぶ。
・A3サイズのオリジナルのファッションイラストレー
ションを描く。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
染色

染色に関する基礎的な知識と技法を、各実習を通して習得
し、それをもとに他教科の制作物に応用展開できる能力を養
う。
さらに、染色・加工の観点からテキスタイルについての理解
を深めることを目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ 〇

企
業
等
と
の
連
携

（ファッション流通専門課程ファッション流通科スタイリストコース）２０２２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

授業科目等の概要
（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4/6）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

〇
自由選択A
日 本 の サ ブ カ ル
チャー史

映画、音楽、アニメ、ゲーム、キャラクターなどのサブカル
チャーコンテンツからストリートファッションを含めた都市風俗
までを見ながら時代や社会背景を考察し、日本の戦後の歴
史をたどると同時にその特異性を探る。またさまざまな具体
例を通しサブカルチャー的な思考法や想像力に触れ、同時
代の社会や文化を見つめなおす新たな視点を得ることを目
指す。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

〇
自由選択A
映画から見るファッ
ション

映画のなかでファッションが与える影響力を、作品内はもとよ
りブランドビジネス、ショービジネスとの関わりなど、ひとつの
メディアとしての役割から多角的にひもとく。

到達目標：映画を“娯楽”を超えた“芸術”として捉えること
で、“気づき”がもたらされ、物事をより深く読み解く能力を鍛
える。受講者が受け身で聴講するだけでなく、発表の場をつ
くるなど、相互交流をはかり、“学び”を楽しむスキルも身につ
けられるように配慮したい。

レベル設定：自身の趣味としての映画鑑賞という段階から、
ファッションと映画の相互における影響、関係にまで思考を
発展できることが望ましい。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

〇
自由選択A
パソコンスキルa

AdobeのPremiereを中心に使用し、動画の編集を学び、最終
的には一人で動画の完成まで出来るようになる事を目的と
する。
また編集の視点から企画・撮影についても学ぶ。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

○
自由選択A
パソコンスキルb

衣服の構造を理解し、その視覚的伝達表現ツールとして
パーソナルコンピュータ及び、グラフィックソフトを使う能力を
身に着ける。 ファッション企画、アパレル生産における実務
能力の習得、向上を目標とする。
衣服製品図の製作を通してグラフィックソフトの基礎技法習
得を目指す。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

○ 特別講義Ⅱ
スタイリストや関連職種で活躍されている方々の講義や校外
授業を通じて、幅広く業界の知識を深める。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 校外研修Ⅱ
研修旅行（神社、仏閣、庭園の鑑賞、企業見学（宮田織物・
川友工芸）、文化体験を通し、ファッション分野を幅広く理解
させる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5/6）

授業科目等の概要
（ファッション流通専門課程ファッション流通科スタイリストコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ インターンシップa

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ インターンシップb

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○ インターンシップｃ

2
・
後
期

90 3 ○ ○ ○

○ インターンシップｄ

2
・
後
期

120 4 ○ ○ ○

○ コラボレーション
外部講師や企業とのコラボレーション活動に個人又は
グループで参加し、企業やアーティストとの共同制
作・実務体験をする中で知識や技術を身につける。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ イベント実習A

リメイク演習と連動し、新入生を歓迎するイベントの
立案・実施をする。
リサーチ、コーディネート、編集等グループにて実習
を行い、コミュ二ケーション能力を養う。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ 卒業制作

2年間の学習の集大成として、卒業制作を行う。企画・
プレゼンを行い、各分野に分かれて活動する。
ファッションショー制作、雑誌制作、展示制作、映像
制作の分野で、個々の知識と技術を結集して発表す
る。

2
・
後
期

120 4 ○ ○ ○

○
スタイリスト研究・
創作

・２年間の学習の集大成として、卒業制作ショーを行
う。
　　ファッションショーの企画、演出から作品製作ま
で、2年間学んだ知識と技術を結集し、発表させる。
　・学生個々での研究創作とした作品制作及びプレゼ
ンテーション・展示発表まで行う。

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

20科目

場所 教員

履修方法： 単位の取得、出欠席状況、課題提出・試験などにより評価をうけ修了すること

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

企
業
等
と
の
連
携

実際の現場での実習や見学を通して、スタイリスト業務の種
類と
その特徴、仕事の手順などを理解し、現場に即したコミュ
ケーションスキルやビジネスマナーを習得する。

合計

卒業要件及び履修方法

（留意事項）
１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

卒業要件： 最終学年の修了、卒業必須単位数の取得

授業科目等の概要
（ファッション流通専門課程ファッション流通科スタイリストコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6/6）

990単位時間(   33  単位)

授業期間等

2期

15週

１学年の学期区分

１学期の授業期間



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
接客応 対ス
キルＡ

2
・
前
期

120 4 ○ ○ ○

○
接客応 対ス
キルＢ

2
・
後
期

90 3 ○ ○ ○

○
オンラ イン
接客応 対ス
キル

対面接客・オンライン接客、双方の接客対応ス
キル習得を目指す。
対面接客・オンライン接客の価値や満足度を
お客様視点で考え、実践に繋げていく。
SOC（首尾一貫感覚９の高い人財を育成する。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ 接客実務

三越伊勢丹の行っている販売サービスを講義
と実践で学ぶことで、将来のショップスタイ
リストになるための意識づけとファッション
業界で働くための即戦力となる人材を育成す
る。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
アパレ ル商
品論

ファッションアドバイザーになるために必要なア
パレル商品知識を身に付けることを目標とす
る。
1年次に習得した商品知識を軸にし、各アイテ
ムの服の構造やディテールの名称などの知識
をより深い理解と習得をする。また接客技能検
定3級やフォーマルスペシャリスト検定準2級の
対策をし、合格を目標とする。

2
・
通
年

90 3 ○ ○ ○

○
セ ー ル ス
コ ー デ ィ
ネート

①セールストークに求められるコーディネー
トの基本的な知識と技術を理論と実践を通し
て学ぶ。
②客観的な視点に立ったコーディネートが組
める。
③コーディネートを論理的に捉えることで感
性の理論化を目指す。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
ビジュ アル
マーチ ャン
ダイジング

ショップにおけるVMD政策の目的・効果を演習
を通して学ぶ。
前期：VMD制作をフェアーを行う設定で資料の
制作を行う
後期：ショーイングの基本テクニックを学ぶ

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1/6）

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ショップスタイリストコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

時代に合わせ、対面接客・オンライン接客、双
方の接客対応スキル習得を目指す。
対面接客・オンライン接客の価値や満足度を
お客様視点で考え、実践に繋げていく。
SOC（首尾一貫感覚）の高い人財を育成する



○ 売場計数

ショップスタッフとして必要となるショップ計数に
ついての基本的な知識の修得を目標とする。
店メンバーとコミュニケーションを取る上で必要
となる計数用語を理解し、計算演習を通して
日々の計数管理業務が最低限できるようにな
ることを目指す。

2
・
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

○
ファッ ショ
ン マ ー ケ
ティング

ファッション業界におけるマーケティングの基礎
知識や重要性を理解する。
また、ショップスタイリストの視点から最適な売
り場やサービスを提案・実践できる力を習得す
る。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
アパレ ル商
品演習

１．	ファッション小物を市場調査し、物の価値と
価格のバランスを理解したうえでポーチを製作
する。
２．	フォーマルウェア素材の特徴と扱い、着用
場面、着こなしなど作品製作を通して理解させ
る。

2
・
通
年

90 3 ○ ○ ○

○
アパレ ル品
質論

テキスタイルやアパレルの企画、製造、販売に
おける品質管理に関する知識を習得し、「関連
する法律を遵守する」「お客様の要求品質を満
たす」ための活動ができることを目標とする。
講義と演習により理解を深める。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
パーソ ナル
メイク

ショップスタイリストとして、さまざまなメイクアッ
プの技術と知識を学び、トータルコーディネート
提案の幅を広げる。
美意識・美的センスを養う。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
パーソ ナル
カラー

1年次の色彩理論・配色作品作りをもとに、
ファッション業界の現場、特に販売接客面での
「似合う色」の活用を目標に、色を理論的、具
体的にアドバイスするビジネススキルを習得す
る。
＊パーソナルカラー検定3級・2級に基づく内容

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○

自由選択
（語学）
ファッショ
ン英会話

初級程度の英文法を学んだ学生を対象に、文
法の復習と口頭でのアウトプットを主な目標と
する。ファッションを専攻している学生を対象と
しているため、ファッション関連の語彙を増すこ
と、ファッション関連の表現に接することにも重
点を置いたプログラムとしている。レベルは初
級（中位）から中級まで。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○

自由選択
（語学）
オーラルコ
ミュニケー
ション

pre-intermediateのレベルを想定し、様々なシ
チュエーションで臆することなく英語で会話がで
きるようにする。加えて授業後の課題を通し、
ライティングのスキルアップも同時に目指す。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択
（語学）
ＴＯＥＩＣ

TOEICテストでの600～700点程度の取得。
スコアに見合うだけの英語力を身につける。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2/6）

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ショップスタイリストコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



○
自由選択
（語学）
中国語

発音の土台｢ピンイン｣から始め、難関の｢四
声｣「変調」｢巻き舌音｣をマスターします。入門
段階では、単語を蓄積しながら文型入り、実践
練習で会話表現を覚えます。
初級段階では、時制のニュアンス、意思の伝え
方を学びます。中検準4級基準。準中級段階で
は、疑問表現を学ぶほか、物事の比較・類似・
比喩表現についてトレーニングします。中検4
級基準。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○

自由選択
（語学）
日本語(留学
生)

留学生が本科の授業について行けるよう全般
的な日本語の学習、特に表現力をつける学習
を行う。更に専門用語リストやファッション
ニュースで専門語彙を増やすこと、自分の作品
を日本語で表現することを目標とする。相手に
伝わる日本語を話すための発音練習も行う。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自由選択A
ニット

ハンドニットの一般知識（素材・道具・編み地）
と棒針、鉤針の編み方の理解と作品作りの知
識を習得し、ニットの可能性を広げる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
ソーイングa

・ニット（カットソー）のトップスを制作
・スムース、フライスを中心とした布地で一重仕
立てのトップスを制作する。
・マスターパターンと既存のパターンを用いて
各自のデザインに応じた縫製方法を理解させ
る。
・発表会を行い各作品にあったコーディネート
を考える。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
ソーイングb

パンツの本知識と下半身の体型を理解し、実
物作品を完成させてコーディネートテクニックを
学習させる。各自のデザインに応じた製作方法
を指導し、理解させる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
アート フラ
ワー

コーディネート・撮影に使えるアクセサリー
の制作【紅茶染め・アメリカンフラワー・樹
脂】

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
ハ ン デ ィ
ワーク

ハンディワークの基礎知識(カラーエンブロイダ
リー、ビーズエンブロイダリー、スパングルエン
ブロイダリー、リボンワーク、つまみシャーリン
グ)を理解することを目標とする。
実際の商品に取り入れた作品を調査し、服作
りに応用発展できることを目標としたオリジナ
ルファッション小物を制作する。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3/6）

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ショップスタイリストコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自由選択A
きもの 着付
け

着物、浴衣の一般知識及び基本的な着装の方
法を身に着ける。
設定時間内に着方、着付けができるよう技術
を身に着ける。
着物の格やTPOを理解したうえで時代に即し
たスタイリングができることを目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
帽子a

アクセサリーの基礎として布帛による基本的な
帽子を製作し知識と技術を取得する。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
帽子ｂ

・ファッションコーディネートの演習に活用され
る帽子の応用編
・ヘッドドレスを2点制作する

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
バッグ

ファッションコーディネートに必要なアクセサ
リーの基本を学び、布地を使った一重のエコ
バッグと裏地つきの曲げまちのトートバッグの２
種類を製作。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○

自 由 選 択 A
ファッ ショ
ンイラ スト
レーション

人体プロポーションと身体の動きを理解し、
衣服の構造を理解したファッションイラスト
レーションを描けるようになる。
各種画材を使用した彩色テクニックの基礎を
習得し、学生個々の表現力を伸ばす。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
染色

染色に関する基礎的な知識と技法を、各実習
を通して習得し、それをもとに他教科の制作物
に応用展開できる能力を養う。
さらに、染色・加工の観点からテキスタイルに
ついての理解を深めることを目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇

自由選択A
日本の サブ
カルチ ャー
史

映画、音楽、アニメ、ゲーム、キャラクターなど
のサブカルチャーコンテンツからストリート
ファッションを含めた都市風俗までを見ながら
時代や社会背景を考察し、日本の戦後の歴史
をたどると同時にその特異性を探る。またさま
ざまな具体例を通しサブカルチャー的な思考
法や想像力に触れ、同時代の社会や文化を見
つめなおす新たな視点を得ることを目指す。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4/6）

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ショップスタイリストコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

〇

自由選択A
映画か ら見
る フ ァ ッ
ション

授業概要：ファッションを伝えるメディア（媒体）
の一つとして映画を捉え、映画のなかのファッ
ションが時代によってどのような役割を担って
いたかを学ぶ。具体的には、スターがスター足
らしめた時代（1910-60年代）と「ニュー・シネ
マ」以降（1960年代後半-現在）と大きく二つに
分け、①映画の技術の発展（サイレントから
トーキー、モノクロからカラーなど）と衣装の見
せ方の関係性、②映画のなかの俳優とファッ
ションの関係性、③そこに描き出されていた理
想の男らしさ・女らしさ、④当時の社会との関
係、⑤観客の眼差しの変遷について、特筆す
べき映画の具体例を交えながら検討していく。
到達目標：映画のなかのファッションが時代に
よってどのような役割を担っていたかを理解
し、ファッションの魅力を人に伝えられるように
言語化（＝レポート提出）することを目標とす
る。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

〇
自由選択A
パソコ ンス
キルa

AdobeのPremiereを中心に使用し、動画の編
集を学び、最終的には一人で動画の完成まで
出来るようになる事を目的とする。
また編集の視点から企画・撮影についても学
ぶ。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

〇
自由選択A
パソコ ンス
キルb

衣服の構造を理解し、その視覚的伝達表現
ツールとしてパーソナルコンピュータ及び、グラ
フィックソフトを使う能力を身に着ける。 ファッ
ション企画、アパレル生産における実務能力の
習得、向上を目標とする。
衣服製品図の製作を通してグラフィックソフト
の基礎技法習得を目指す。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

○ 特別講義Ⅱ
学内外の博物館、企画展示見学を通し、ファッ
ション分野を幅広く理解させる。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 校外研修Ⅱ
　研修旅行を通じ、真のおもてなしとは何かを
体験を通して学ぶ。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
インタ ーン
シップa

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
インタ ーン
シップb

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5/6）

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ショップスタイリストコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

現場に身を置き、実務を経験することで、就職
前に実社会を体感し、卒業後の「働く」という意
識をより高める効果を狙う。



○
イベン ト実
習A

ファッション流通科1年を歓迎するための
企画を考え、実践する。活動を通してチー
ムワークの重要性を意識させ、企画を実現
するプロセスを学ぶ。また実践したものが
相手にどのように評価されたかを確認す
る。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 卒業制作

2年間の学習の集大成として、卒業制作を
行う。企画・プレゼンを行い、各分野に分
かれて活動する。
ファッションショー制作、雑誌制作、展示
制作、映像制作の分野で、個々の知識と技
術を結集して発表する。

2
・
後
期

120 4 ○ ○ ○

○
接客応 対研
究・創作

1年間の学びの集大成として、卒業後
ショップスタイリストとして働く際のひと
つのルールブックとして活用できるレポー
トを作成する。

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

　　18科目

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5/6）

（留意事項）

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ショップスタイリストコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所

1020単位時間(   34  単位)

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により
行う場合
  については 主たる方法について○を付し その他の方法について△を付すこと２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付
すこと

教員

企
業
等
と
の
連
携

合計

卒業要件及び履修方法

2期

15週

授業期間等

卒業要件： 最終学年の修了、卒業必須単位数の取得

履修方法：
単位の取得、出欠席状況、課題提出・試験などにより評価をうけ修了す
ること

１学年の学期区分

１学期の授業期間



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
ファッションプロ
モーションA

2
・
前
期

120 4 ○ ○ ○

○
ファッションプロ
モーションB

2
・
後
期

120 4 ○ ○ ○

○
ファッションマー
ケティング論

最新トレンドマーケティングを学び、「売れる仕組みを
創る」をコンセプトに、様々な視点で分析から戦略、戦
術まで論理的に表現できることはもちろん、企業就職や
起業にも役立つスキルを身につける。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
デ ジ タ ル マ ー ケ
ティング

最新デジタルマーケティングを学び、「SNSのプロにな
る」をコンセプトに、
インサイト分析・デジタル広告運用など様々な視点で分
析から戦略、戦術まで実行できるスキルを身につける。

2
・
後
期

30 1 ○ △ ○ ○

○ メディア活用論

広告PR領域におけるメディア、クリエイティブ、プロモーショ
ン、マーケティングに関する最低限必要な基礎知識を身に
付ける。さらに、プランニングをする際に求められるアイデア
発想の仕方など、周辺領域の実践的なスキル習得を目指
す。最終課題としてチームでの企画プレゼンテーションに挑
み、プレス、広報、販売促進業務において実務として求めら
れる「コンテンツ企画」と「メディア設計」のベースを考えられ
るレベルとなることを目標とする。

2
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○
プロモーション演
習

外部企業とのコラボレーションを通し、クライアントの要望
（目的・ターゲット・シーズンなど）に合ったプロモーション手
法を習得する。
コンペティション形式でプレゼンテーションをし、自身の企
画・アイデアをクライアントや消費者に伝えるスキルを向上
させる。
企業からフィードバック（講評）をもらい、今後のプロモーショ
ン活動へつなげる。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○
プ ロ モ ー シ ョ ン
フォト

カメラや写真の基礎知識やスキルはもちろんのこと、プレス
や編集者、EC担当といった様々な職種での撮影機会に合
わせた立ち回りなど、それぞれの視点で写真との接点を体
験し、今後社会に出たときに一歩リードできるような学生を
育成します。写真が上手くなるコツは反復練習あるのみで
すので、全ての時間でカメラを触れるような実習中心の授
業を予定しています。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ ムービーワーク

Premiereを使用して、編集の基本を学ぶ。画コンテについ
ても学び、編集の視点から企画、撮影を行う。また、
Illustrator、Photoshopとも連携してタイトルワークを学ぶ。
最終的にはメディアに納品できる形式の書き出しまで学び、
Youtubeへの限定公開を行い、一人でムービーのフィニッ
シュを行えることを目的とする。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1/5）

授業科目等の概要
（ファッション流通専門課程ファッション流通科ファッションプロモーションコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

ファションプロモーションに必要な要素を知り、その学
びを深めるために各自のテーマに基づいたオウンドメ
ディアの制作を実践する。
その実践を通して、世界中のプロモーションツールに興
味を持ち、その特徴を的確に捉えられるようになること
を目標とする。



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
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実
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実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
グラフィックデザ
イン

１年次に学習したデザインソフトの復習、応用スキルの向
上。実際にアパレル業界、デザイン業界で使われるデザイ
ンに関する基本知識を学ぶ。卒業後に自分たちの進みたい
道で活かせる指示書や資料の作成スキルを身につける。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
エ デ ィ ト リ ア ル
ワーク

現在のファッションビジネスにおけるあらゆるコミュニケー
ション設計において、最も必要とされるスキル「編集力」を実
践的に身につける。表現に必要な、エディトリアル（ライティ
ング含む）・ビジュアルディレクション・アートディレクション・
ウェブディレクションの４つのスキルを中心にエディトリアル
ワークを総合的に学ぶ。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
ファッション商品
知識

アパレル企業での業務で必要な商品知識を身に付けるこ
とを目標とする。1年次に習得した商品知識を軸にし、
各アイテムの服の構造やディテールの名称をより深く講
義を中心に必要な
知識を習得する。

2
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○ ファッション情報

ファッション情報の流れと入手方法について学び、ファッショ
ン情報を活用する事の重要性を理解する。また、分析した
情報をプレゼンテーションや様々な表現を通し「人に伝え
る」力を身につける。
市場牽引ブランド、注目ショップの最新プロモーションやイン
フルエンサー、人気モデルの動向に注目し、今後の市場へ
の影響や予測分析をできる力を身につける。

2
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○
カラープランニン
グ

様々なメディアにおけるコミュニケーションの中での色
彩の役割を理解し、「つ和える」ためのツールとして客
観的な色彩の活用を目指す。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
プロダクトデザイ
ン

ファッション業界における、広告展開やシーズンビジュ
アルなどの作り方等を課題を通して実践。グラフィック
デザイン、パッケージデザイン、ディスプレイデザイン
に関わる知識の習得、コミュニケーション力の習得を目
的とする。
又リサーチ力の強化を目指して、これからの流行や新し
いビジュアルの提案など、多岐にわたって情報の収集を
目指す。

2
・
前
期

30 1 △ ○ ○ ○

○ 現代ファッション
グローバル化とデジタル化によって急速に変化、拡張す
る現代のファッションを多面的に捉えていく。事例と共
に学びながら、先駆的な視野を養うことを目的とする。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○

自由選択 （語学）
ファッション英会
話

初級程度の英文法を学んだ学生を対象に、文法の復習と
口頭でのアウトプットを主な目標とする。ファッションを専攻
している学生を対象としているため、ファッション関連の語
彙を増すこと、ファッション関連の表現に接することにも重
点を置いたプログラムとしている。レベルは初級（中位）から
中級まで。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択 （語学）
オーラルコミュニ
ケーション

pre-intermediateのレベルを想定し、様々なシチュエーショ
ンで臆することなく英語で会話ができるようにする。加えて
授業後の課題を通し、ライティングのスキルアップも同時に
目指す。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

企
業
等
と
の
連
携

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ファッションプロモーションコース）２０２２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

授業科目等の概要
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・
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・
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技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自由選択 （語学）
ＴＯＥＩＣ

TOEICテストでの600～700点程度の取得。
スコアに見合うだけの英語力を身につける。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択 （語学）
中国語

発音の土台｢ピンイン｣から始め、難関の｢四声｣「変調」｢巻
き舌音｣をマスターします。入門段階では、単語を蓄積しな
がら文型入り、実践練習で会話表現を覚えます。
初級段階では、時制のニュアンス、意思の伝え方を学びま
す。中検準4級基準。準中級段階では、疑問表現を学ぶほ
か、物事の比較・類似・比喩表現についてトレーニングしま
す。中検4級基準。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択 （語学）
日本語(留学生)

留学生が本科の授業について行けるよう全般的な日本語
の学習、特に表現力をつける学習を行う。更に専門用語リ
ストやファッションニュースで専門語彙を増やすこと、自分の
作品を日本語で表現することを目標とする。相手に伝わる
日本語を話すための発音練習も行う。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択A
ニット

ハンドニットの一般知識（素材・道具・編み地）と棒針、鉤針
の編み方の理解と作品作りの知識を習得し、ニットの可能
性を広げる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
ソーイングa

・ニット（カットソー）のトップスを制作
・スムース、フライスを中心とした布地で一重仕立てのトップ
スを制作する。
・マスターパターンと既存のパターンを用いて各自のデザイ
ンに応じた縫製方法を理解させる。
・発表会を行い各作品にあったコーディネートを考える。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
ソーイングb

パンツの本知識と下半身の体型を理解し、実物作品を完成
させてコーディネートテクニックを学習させる。各自のデザイ
ンに応じた製作方法を指導し、理解させる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○
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授業科目等の概要
（ファッション流通専門課程ファッション流通科ファッションプロモーションコース）２０２２年度
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必
　
　
修
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択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自由選択A
アートフラワー

コーディネート・撮影に使えるアクセサリーの制作【紅
茶染め・アメリカンフラワー・樹脂】

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
ハンディワーク

ハンディワークの基礎知識(カラーエンブロイダリー、ビーズ
エンブロイダリー、スパングルエンブロイダリー、リボンワー
ク、つまみシャーリング)を理解することを目標とする。
実際の商品に取り入れた作品を調査し、服作りに応用発展
できることを目標としたオリジナルファッション小物を制作す
る。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
きもの着付け

着物、浴衣の一般知識及び基本的な着装の方法を身に着
ける。
設定時間内に着方、着付けができるよう技術を身に着け
る。
着物の格やTPOを理解したうえで時代に即したスタイリング
ができることを目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
帽子a

アクセサリーの基礎として布帛による基本的な帽子を製作
し知識と技術を取得する。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
帽子ｂ

①ファッションコーディネートの演習に活用される帽子の応
用編
②ヘッドドレスを2点制作する

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
バッグ

ファッションコーディネートに必要なアクセサリーの基本を学
び、布地を使った一重のエコバッグと裏地つきの曲げまち
のトートバッグの２種類を製作。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

企
業
等
と
の
連
携

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ファッションプロモーションコース）２０２２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期
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単
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授業科目等の概要
（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4/5）



必
　
　
修

選
択
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選
択
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実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自由選択 Aファッ
シ ョ ン イ ラ ス ト
レーション

人体プロポーションと身体の動きを理解し、衣服の構造
を理解したファッションイラストレーションを描けるよ
うになる。
各種画材を使用した彩色テクニックの基礎を習得し、学
生個々の表現力を伸ばす。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
染色

染色に関する基礎的な知識と技法を、各実習を通して習得
し、それをもとに他教科の制作物に応用展開できる能力を
養う。
さらに、染色・加工の観点からテキスタイルについての理解
を深めることを目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
日 本 の サ ブ カ ル
チャー史

映画、音楽、アニメ、ゲーム、キャラクターなどのサブカル
チャーコンテンツからストリートファッションを含めた都市風
俗までを見ながら時代や社会背景を考察し、日本の戦後の
歴史をたどると同時にその特異性を探る。またさまざまな具
体例を通しサブカルチャー的な思考法や想像力に触れ、同
時代の社会や文化を見つめなおす新たな視点を得ることを
目指す。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

○
自由選択A
映 画 か ら 見 る
ファッション

授業概要：ファッションを伝えるメディア（媒体）の一つとして
映画を捉え、映画のなかのファッションが時代によってどの
ような役割を担っていたかを学ぶ。具体的には、スターがス
ター足らしめた時代（1910-60年代）と「ニュー・シネマ」以降
（1960年代後半-現在）と大きく二つに分け、①映画の技術
の発展（サイレントからトーキー、モノクロからカラーなど）と
衣装の見せ方の関係性、②映画のなかの俳優とファッショ
ンの関係性、③そこに描き出されていた理想の男らしさ・女
らしさ、④当時の社会との関係、⑤観客の眼差しの変遷に
ついて、特筆すべき映画の具体例を交えながら検討してい
く。
到達目標：映画のなかのファッションが時代によってどのよ
うな役割を担っていたかを理解し、ファッションの魅力を人
に伝えられるように言語化（＝レポート提出）することを目標
とする。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

○
自由選択A
パソコンスキルa

AdobeのPremiereを中心に使用し、動画の編集を学び、最
終的には一人で動画の完成まで出来るようになる事を目的
とする。
また編集の視点から企画・撮影についても学ぶ。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

○
自由選択A
パソコンスキルb

衣服の構造を理解し、その視覚的伝達表現ツールとして
パーソナルコンピュータ及び、グラフィックソフトを使う能力を
身に着ける。 ファッション企画、アパレル生産における実務
能力の習得、向上を目標とする。
衣服製品図の製作を通してグラフィックソフトの基礎技法習
得を目指す。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇
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授業科目等の概要
（ファッション流通専門課程ファッション流通科ファッションプロモーションコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要
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当
年
次
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学
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授
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単
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企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 特別講義Ⅱ

ファッションプロモーションに必要な専門知識の理解を深め
る。
デジタル、プロモーション、デザインに関連する視野を広
げ、自身の成長につなげる。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 校外研修Ⅱ

研修旅行における企業見学（株式会社ゴールドウィンほか)
を通し、アパレル産業の現場を理解する。
また各種施設の見学を通して、日本の文化国や国内デザイ
ンについての知見を深める。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ イベント実習A

ファッション流通科1年を歓迎するための企画を考え、実践
する。活動を通してチームワークの重要性を意識させ、企
画を実現するプロセスを学ぶ。また実践したものが相手に
どのように評価されたかを確認する。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ インターンシップa

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

○ インターンシップb

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

○ インターンシップc

2
・
後
期

90 3 ○ ○ ○

○ 卒業制作

2年間の学習の集大成として、卒業制作を行う。企画・プレ
ゼンを行い、各分野に分かれて活動する。
ファッションショー制作、雑誌制作、展示制作、映像制作の
分野で、個々の知識と技術を結集して発表する。

2
・
後
期

120 4 ○ ○ ○

○
プロモーション研
究・創作

1年間の学びの成果として、いまの時代に求められているプ
ロモーション施策を企画、実践する。
また効果的な伝え方を意識しながらプレゼンテーションを実
施する。

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

20科目

15週

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

企
業
等
と
の
連
携

現場でのインターンシップを通して、業界の現状を知るこ
と、自身のスキルアップにつなげることを目標とする。

合計

卒業要件及び履修方法

卒業要件： 最終学年の修了、卒業必須単位数の取得

履修方法： 単位の取得、出欠席状況、課題提出・試験などにより評価をうけ修了すること

（留意事項）

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ファッションプロモーションコース）２０２２年度
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

1080単位時間(    36  単位)

授業期間等

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間

授業科目等の概要
（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5/5）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
リテールマーチャ
ンダイジングA

2
・
前
期

90 3 ○ ○ ○

○
リテールマーチャ
ンダイジングB

2
・
後
期

120 4 ○ ○ ○

○
リテールマーチャ
ンダイジング計数

アパレル小売業の多くが現在使用している計数に
関する基礎知識の修得を目標とする。計数用語
の解説と計算式の理解及び演習、実際に店舗で
使用している計画書や報告書などの書類の紹介
と実習、本コースが行う文化祭リアル店舗出店に
おける計数管理の3つを軸に授業展開を行う。

2
・
通
年

90 3 ○ ○ ○

○
ビジュアルマー

チャンダイジング

五感に訴える売り場づくりの戦略であるVMDの
基礎知識とテクニックを習得し、実店舗におけ
るVMD計画を企画し実社会でも活用できるよう
にする。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 販売実務

販売員として必要なマナー・サービスマインド・
基礎知識を習得
店運営に必要なチームづくりや接客スキルを学
びます。

2
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○
コーディネートテ

クニック

コーディネートを理論的にとらえ、客観的な視点
に立ったファッションコーディネートの提案能力
を養う。

2
・
後
期

30 1 △ ○ ○ ○

○
セールスプロモー

ション

社会で通用する専門用語とコミュニケーションを
駆使した実習型のカリキュラムにて構成（生徒
の業界に対する興味関心事も状況に応じて組
み込み。アパレル企業の初年度程度と同等レ
ベルで体験を行う。

2
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○ アパレル商品論

ファッションアドバイザーやバイヤー、企業を目
指すために必要なアパレル商品知識を身に付
けることを目標とする。
1年次に習得した商品知識を軸にし、各アイテ
ムの服の構造やディテールの名称をより深く、リ
メイクや部分縫いなど講義だけでなく実技演習
からもお直しなどに必要な知識を習得する。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
インターネットビ

ジネス

RE TENTのEC化を通してネットショップ構築に
必要な基礎知識や集客企画＝ディレクション能
力を養い、将来的に1個人でもネットショップ
オーナーやコンサルタントになれるレベル感を
志す

2
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○ ○

授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

カリキュラムの主軸であるRE・TENT運営から、
学生オリジナルショップの計画から出店までを
実務を通して学び、
リテールマーチャンダイジングに必要な知識を
得ることを目指す。
（客層/商圏立地、商品構成、店舗コンセプト/
店舗面積/店舗イメージ、販売サービス/販促、
店舗売上高など）

（1/5）

授業科目等の概要

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ファッション流通専門課程ファッション流通科リテールプランニングコース）２０２２年度

分類

授業科目名



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 商品企画演習

実践型カリキュラムとして取り組んでいる文化
祭特設テントにおいて必要なオリジナル商品企
画について学ぶ。
商品企画、生産、加工、品質管理など、さまざま
な演習を通して実際の商品企画に役立てる。

2
・
前
期

30 1 ○ △ ○ ○

○ ビジネス論

グループワークやケーススタディなどを通じて、
リテールにおける最新の情報をキャッチアップし
つつ、ビジネスとして俯瞰で捉えられる力を身に
つける。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ パーソナルカラー

1年次の色彩学や配色理論をもとに、ファッション業
界の現場でビジネススキルとして活用する「似合う
色」の習得を目指す。色による「自分ブランディング
提案」や「ブランドプロデュース計画」の他、RE・TENT
にもいかせる色彩計画について学ぶ。
（＊パーソナルカラー検定3級・級を受験できる内容）

2
・
前
期

30 1 △ ○ ○ ○ ○

○ メディアワーク

１年次に習ったアプリケーションソフトを復習し
ながら、RE･TENTのPRに活かす販促物のデザ
インを中心に、表計算ソフトなども交えながら課
題を製作し、実務に活かすスキルを身につけ
る。

2
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○

自由選択
（語学）

ファッション英会
話

初級程度の英文法を学んだ学生を対象に、文法の
復習と口頭でのアウトプットを主な目標とする。ファッ
ションを専攻している学生を対象としているため、
ファッション関連の語彙を増すこと、ファッション関連
の表現に接することにも重点を置いたプログラムとし
ている。
レベルは初級（中位）から中級まで。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○

自由選択
（語学）

オーラルコミュニ
ケーション

pre-intermediateのレベルを想定し、様々なシ
チュエーションで臆することなく英語で会話がで
きるようにする。加えて授業後の課題を通し、ラ
イティングのスキルアップも同時に目指す。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択
（語学）

ＴＯＥＩＣ

TOEICテストでの600～700点程度の取得。
スコアに見合うだけの英語力を身につける。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択
（語学）
中国語

発音の土台｢ピンイン｣から始め、難関の｢四声｣「変
調」｢巻き舌音｣をマスターします。入門段階では、単
語を蓄積しながら文型入り、実践練習で会話表現を
覚えます。
初級段階では、時制のニュアンス、意思の伝え方を
学びます。中検準4級基準。準中級段階では、疑問
表現を学ぶほか、物事の比較・類似・比喩表現につ
いてトレーニングします。中検4級基準。
準中級１段階では、動作の回数、時間の長さ、疑問
表現を学ぶほか、物事の比較・類似・比喩の表現に
ついてトレーニングします。
中検4級基準。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ファッション流通専門課程ファッション流通科リテールプランニングコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

（2/5）

授業科目等の概要



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自由選択
（語学）

日本語(留学生)

留学生が本科の授業について行けるよう全般
的な日本語の学習、特に表現力をつける学習
を行う。更に専門用語リストやファッションニュー
スで専門語彙を増やすこと、自分の作品を日本
語で表現することを目標とする。相手に伝わる
日本語を話すための発音練習も行う。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択A
ニット

ハンドニットの一般知識（素材・道具・編み地）と
棒針、鉤針の編み方の理解と作品作りの知識
を習得し、ニットの可能性を広げる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A

ソーイングa

・ニット（カットソー）のトップスを制作
・スムース、フライスを中心とした布地で一重仕立
てのトップスを制作する。
・マスターパターンと既存のパターンを用いて各自
のデザインに応じた縫製方法を理解させる。
・発表会を行い各作品にあったコーディネートを考
える。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A

ソーイングb

パンツの本知識と下半身の体型を理解し、実物
作品を完成させてコーディネートテクニックを学
習させる。各自のデザインに応じた製作方法を
指導し、理解させる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A

アートフラワー

コーディネート・撮影に使えるアクセサリー
の制作
【紅茶染め・アメリカンフラワー・樹脂】

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ファッション流通専門課程ファッション流通科リテールプランニングコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

（3/5）

授業科目等の概要



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自由選択A

ハンディワーク

ハンディワークの基礎知識(カラーエンブロイダ
リー、ビーズエンブロイダリー、スパングルエンブ
ロイダリー、リボンワーク、つまみシャーリング)を
理解することを目標とする。
実際の商品に取り入れた作品を調査し、服作りに
応用発展できることを目標としたオリジナルファッ
ション小物を制作する。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A

きもの着付け

着物、浴衣の一般知識及び基本的な着装の方
法を身に着ける。設定時間内に着方ができるよ
う技術を身に着ける。
着物の格やTPOを理解したうえで時代に即した
スタイリングができることを目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
帽子a

アクセサリーの基礎として布帛による基本的な
帽子を製作し知識と技術を取得する。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
帽子ｂ

・ファッションコーディネートの演習に活用される
帽子の応用編
・ヘッドドレスを2点制作する

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
バッグ

ファッションコーディネートに必要なアクセサリー
の基本を学び、布地を使った一重のエコバッグ
と裏地つきの曲げまちのトートバッグの２種類を
製作。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A

ファッションイラ
ストレーション

人体プロポーションと身体の動きを理解
し、衣服の構造を理解したファッションイ
ラストレーションを描けるようになる。
各種画材を使用した彩色テクニックの基礎
を習得し、学生個々の表現力を伸ばす。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A

染色

染色に関する基礎的な知識と技法を、各実習を
通して習得し、それをもとに他教科の制作物に
応用展開できる能力を養う。
さらに、染色・加工の観点からテキスタイルにつ
いての理解を深めることを目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
自由選択A

日本のサブカル
チャー史

映画、音楽、アニメ、ゲーム、キャラクターなどの
サブカルチャーコンテンツからストリートファッショ
ンを含めた都市風俗までを見ながら時代や社会
背景を考察し、日本の戦後の歴史をたどると同時
にその特異性を探る。
またさまざまな具体例を通しサブカルチャー的な
思考法や想像力に触れ、同時代の社会や文化を
見つめなおす新たな視点を得ることを目指す。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

企
業
等
と
の
連
携

（ファッション流通専門課程ファッション流通科リテールプランニングコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

授業科目等の概要

（4/5）（別紙様式４）                           　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

〇
自由選択A

映画から見る
ファッション

授業概要：ファッションを伝えるメディア（媒体）の一つ
として映画を捉え、映画のなかのファッションが時代
によってどのような役割を担っていたかを学ぶ。具体
的には、スターがスター足らしめた時代（1910-60年
代）と「ニュー・シネマ」以降（1960年代後半-現在）と
大きく二つに分け、
①映画の技術の発展（サイレントからトーキー、モノ
クロからカラーなど）と衣装の見せ方の関係性、
②映画のなかの俳優とファッションの関係性、
③そこに描き出されていた理想の男らしさ・女らしさ、
④当時の社会との関係、
⑤観客の眼差しの変遷について、特筆すべき映画の
具体例を交えながら検討していく。
到達目標：映画のなかのファッションが時代によって
どのような役割を担っていたかを理解し、ファッション
の魅力を人に伝えられるように言語化（＝レポート提
出）することを目標とする。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

〇
自由選択A

パソコンスキルa

AdobeのPremiereを中心に使用し、動画の編集
を学び、最終的には一人で動画の完成まで出
来るようになる事を目的とする。
また編集の視点から企画・撮影についても学
ぶ。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

〇
自由選択A

パソコンスキルb

衣服の構造を理解し、その視覚的伝達表現
ツールとしてパーソナルコンピュータ及び、グラ
フィックソフトを使う能力を身に着ける。 ファッ
ション企画、アパレル生産における実務能力の
習得、向上を目標とする。
衣服製品図の製作を通してグラフィックソフトの
基礎技法習得を目指す。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

○ 特別講義Ⅱ

・リテールマーチャンダイジングに必要な専門知
識の理解を深める。
・リテールプランニングに関連する業界・業種の
視野を広げ、自身の企画に活かす。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 校外研修Ⅱ
研修旅行においる企業見学（トーホー株式会社
ほか)を通し、産業の現場を幅広く理解させる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
インターンシップ

a

2
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○
インターンシップ

b

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通科リテールプランニングコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

将来のキャリアを視野に入れ、各自の専門性追
求と業界・業態・職業自体への理解を深めるこ
とを目的とする。
在学中より将来就きたい職種の現場に身を置
き、経験を積む。その経験をもとに、自ら学びを
深め就職へと繋げる。

（5/5）



○ イベント実習A

・コースの特徴を打ち出すイベントを企画、実施
する
・コースの特徴が出る公開授業を行う
・RE-TENTの報告会を行い、各チームの企画
内容を公開発表する
・RE-TENTをモチーフにした展示を行う

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 卒業制作

2年間の学習の集大成として、卒業制作を行う。
企画・プレゼンを行い、各分野に分かれて活動
する。
ファッションショー制作、雑誌制作、展示制作、
映像制作の分野で、個々の知識と技術を結集
して発表する。

4
・
後
期

120 4 ○ ○ ○

○
ビジネス研究

・創作

実践型カリキュラムとして取り組んでいる「RE・
TENT」での体験を活用して、「いま求められて
いる新しいプランニング」という視点で個人企画
を行う。またプレゼンテーションを実施する。

2
・
後
期

60 2 ○ ○ ○

　18科目

（留意事項）

（ファッション流通専門課程ファッション流通科リテールプランニングコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携

合計

卒業要件及び履修方法

卒業要件： 最終学年の修了、卒業必須単位数の取得

履修方法： 単位の取得、出欠席状況、課題提出・試験などにより評価をうけ修了すること

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合については、主た
る方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。
２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

1050単位時間 (    35 単位)

授業科目等の概要

授業期間等

１学年の学期区分

１学期の授業期間

2期

15週

（ / ）



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
プロポーション

美学A

自分の体形や第一印象を知ることから入
り、自己分析を行う。そして、表現力を身
に付けながら
基本的なモデルウォーキングの動きを習得
する。

2
・
前
期

60 2 ○ △ ○ ○ ○

○
プロポーション

美学B

前期の基本を踏まえ、ポージングや話し方
のテクニックを磨き自己表現力を身につけ
る。

2
・
後

期 60 2 ○ △ ○ ○ ○

○ 化粧科学
健やかで美しい肌や髪の状態に関する基礎知
識、正しいお手入れ法を学びます。

2
・
前

期 30 1 ○ ○ ○

○ ヘア・メイク
ファッションモデルとして、様々なヘア・メー
キャップの技術と知識を学び、自己表現の可能
性を広げる。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
コンディショニン

グ

ヨガのアーサナ、呼吸法、瞑想を通し、自己の
心と身体をありのままに気付き観察することで、
内面からバランスを取り
強くしなやかな心と身体へ導く自己調節能力、
集中力を養い、心身のセルフメンテナンスに役
立てる。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○ ○

○
ダンス基礎
・バレエ

モデルとして活躍するには、身体意識、身体感
覚を得て、磨き続けて行くことが欠かせません。
そのベースつくりのために解剖学、筋膜の連な
りを取り入れながらのバレエメソッドを学びま
す。即興体験もします。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ ダンス演技

現代はモデルのタレント化・タレントのモデル化が進
んでおり、モデルに必要なスキルは多岐に渡る。
様々なオーディションではナレーション・演技・歌唱・
ダンスが求められることもある。またSNSでの発信な
どセルフプロデュースも重要である。
本授業ではモデルが求められる多様なスキルに対
応すべく、また学生が自分の得意分野を見つける
きっかけとなるよう様々なアプローチをしていく。感染
症対策の状況によってはオンライン授業・動画での
課題提出など柔軟に対応を検討する。

2
・
通
年

60 2 〇 〇 〇

○
サーキット

トレーニング

モデルとして活動する上で、自分の体型を管理
することの大切さを理解し、そのために必要な
知識、方法を学んでいく。NY生まれで海外の
アーティストも取り入れているエクササイズ
「ジャイロキネシス」および、ドイツで生まれ様々
なスポーツの選手にも取り入れられている「ア
ニマルフロー」を主に用いて、柔軟性と筋力の
強化を図り、自分で必要なエクササイズメ
ニューを組み立てられることを目標とする。

2
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

（1/5）

授業科目等の概要

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ファッションモデルコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自由選択

ファッションモデ
ル演習a

ファッションモデルに特化した実習現場に参
加し、モデルとしての経験を積む。

2
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択

ファッションモデ
ル演習b

ファッションモデルに特化した実習現場に参
加し、モデルとしての経験を積む。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ アパレル演習Ａ

幅広い商品知識の中からアパレル商品につい
て、商品の分類、種類の名称、色の効果と素材
の知識を理解する。
更に新入生歓迎ショー作品（カジュアルウエア）
の制作（コースの特色を出した）。
バザー作品製作。一般的な商品知識を理解す
る商品マップの制作。

2
・
前
期

60 2 ○ ○ ○

○ アパレル演習Ｂ

フォーマルウエアの制作を通して、フォーマルウ
エアに適した素材の扱い方、縫製テクニックを
修識させる。
フォーマルウエアに合う布地を使用したアクセ
サリー制作。
卒業研究・創作での撮影衣装とする。

2
・
後
期

60 2 ○ △ ○ ○

○
トータルコーディ

ネート

時代への適応力を持ち合わせ、客観的に捉え
たファッションコーディネートの提案能力を養う。
実物を使用して、実践的に取り組みながら学習
することを目標とする。

2
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○ ファッション情報

①ファッション情報の流れと入手方法について学び、
ファッション情報を活用する事の重要性を理解する。
また、分析した情報をプレゼンテーションや様々な表
現を通し、「人に伝える」力を身につける。
②市場牽引ブランド・注目ショップの最新プロモー
ションや、インフルエンサー・人気モデルの動向に注
目し、今後の市場への影響や予測分析をできる力を
身につける。

2
・
通
年

60 2 ○ △ ○ ○

○ デザイン文化史

複雑な成立過程を孕むようになった近代の西
洋美術から現代のアート動向までを解説。単
純に美術作品を紹介するのではなく、なぜそ
れらの傑作が生まれたのか、芸術家がどうい
う意図で作品制作を行い成功したのかを考察
することで、ヘアメイクやモデルに必要なセ
ルフプロデュースの方法論を探ることにつな
げる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
フォトシューティ

ング

写真を通してモデルとしてのクオリティーを
知り、自己表現(ポージング)を最大限まで高
める。
＜トータルコーディネートBOOK作品やメディ
アワークでのコンポジット製作と連動＞

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

（2/5）

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ファッションモデルコース）２０２２年度

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ メディアワーク

１年次で得た、イラストレーター/フォト
ショップの基本操作知識をより実践的に使え
るレベルへ引き上げ、他授業と連動した写真
を使用しながら、魅力あるコンポジットを制
作し、効果のあるセルフプロモーションにつ
なげる指導を行う。

2
・
通
年

30 1 ○ ○ ○

○

自由選択
（語学）

ファッション英会
話

初級程度の英文法を学んだ学生を対象に、文法の
復習と口頭でのアウトプットを主な目標とする。ファッ
ションを専攻している学生を対象としているため、
ファッション関連の語彙を増すこと、ファッション関連
の表現に接することにも重点を置いたプログラムとし
ている。
レベルは初級（中位）から中級まで。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○

自由選択
（語学）

オーラルコミュニ
ケーション

pre-intermediateのレベルを想定し、様々なシ
チュエーションで臆することなく英語で会話がで
きるようにする。加えて授業後の課題を通し、ラ
イティングのスキルアップも同時に目指す。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択
 （語学）
ＴＯＥＩＣ

TOEICテストでの600～700点程度の取得。
スコアに見合うだけの英語力を身につける。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択
（語学）
中国語

発音の土台｢ピンイン｣から始め、難関の｢四声｣
「変調」｢巻き舌音｣をマスターします。入門段階
では、単語を蓄積しながら文型入り、実践練習
で会話表現を覚えます。
初級段階では、時制のニュアンス、意思の伝え
方を学びます。中検準4級基準。準中級段階で
は、疑問表現を学ぶほか、物事の比較・類似・
比喩表現についてトレーニングします。
中検4級基準。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択
（語学）

日本語(留学生)

留学生が本科の授業について行けるよう全般
的な日本語の学習、特に表現力をつける学習
を行う。更に専門用語リストやファッションニュー
スで専門語彙を増やすこと、自分の作品を日本
語で表現することを目標とする。相手に伝わる
日本語を話すための発音練習も行う。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○
自由選択A
ニット

ハンドニットの一般知識（素材・道具・編み地）と
棒針、鉤針の編み方の理解と作品作りの知識
を習得し、ニットの可能性を広げる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A

ソーイングa

・ニット（カットソー）のトップスを制作
・スムース、フライスを中心とした布地で一重仕立
てのトップスを制作する。
・マスターパターンと既存のパターンを用いて各自
のデザインに応じた縫製方法を理解させる。
・発表会を行い各作品にあったコーディネートを考
える。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

（3/5）（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ファッションモデルコース）２０２２年度

授業科目等の概要

場所 教員分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

企
業
等
と
の
連
携

単
 
位
 
数

授業方法



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自由選択A

ソーイングb

パンツの本知識と下半身の体型を理解し、実物
作品を完成させてコーディネートテクニックを学
習させる。各自のデザインに応じた製作方法を
指導し、理解させる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A

アートフラワー

コーディネート・撮影に使えるアクセサリー
の制作
【紅茶染め・アメリカンフラワー・樹脂】

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A

ハンディワーク

ハンディワークの基礎知識(カラーエンブロイダ
リー、ビーズエンブロイダリー、スパングルエン
ブロイダリー、リボンワーク、つまみシャーリン
グ)を理解することを目標とする。
実際の商品に取り入れた作品を調査し、服作り
に応用発展できることを目標としたオリジナル
ファッション小物を制作する。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A

きもの着付け

着物、浴衣の一般知識及び基本的な着装の方
法を身に着ける。
設定時間内に着方、着付けができるよう技術を
身に着ける。
着物の格やTPOを理解したうえで時代に即した
スタイリングができることを目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A

帽子a
アクセサリーの基礎として、布帛による基本的
な帽子を製作し、知識と技術を取得する。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
帽子ｂ

①ファッションコーディネートの演習に活用され
る帽子の応用編
②ヘッドドレスを2点制作する

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A
バッグ

ファッションコーディネートに必要なアクセサリー
の基本を学び、布地を使った一重のエコバッグ
と裏地つきの曲げまちのトートバッグの２種類を
製作。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

（4/5）

授業科目等の概要

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ファッションモデルコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○
自由選択A

ファッションイラ
ストレーション

人体プロポーションと身体の動きを理解し、
衣服の構造を理解したファッションイラスト
レーションを描けるようになる。
各種画材を使用した彩色テクニックの基礎を
習得し、学生個々の表現力を伸ばす。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○
自由選択A

染色

染色に関する基礎的な知識と技法を、各実習を
通して習得し、それをもとに他教科の制作物に
応用展開できる能力を養う。
さらに、染色・加工の観点からテキスタイルにつ
いての理解を深めることを目標とする。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

〇
自由選択A

日本のサブカル
チャー史

映画、音楽、アニメ、ゲーム、キャラクターなどの
サブカルチャーコンテンツからストリートファッショ
ンを含めた都市風俗までを見ながら時代や社会
背景を考察し、日本の戦後の歴史をたどると同時
にその特異性を探る。またさまざまな具体例を通
しサブカルチャー的な思考法や想像力に触れ、同
時代の社会や文化を見つめなおす新たな視点を
得ることを目指す。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

〇
自由選択A

映画から見る
ファッション

授業概要：ファッションを伝えるメディア（媒体）の一
つとして映画を捉え、映画のなかのファッションが時
代によってどのような役割を担っていたかを学ぶ。具
体的には、スターがスター足らしめた時代（1910-60
年代）と「ニュー・シネマ」以降（1960年代後半-現在）
と大きく二つに分け、
①映画の技術の発展（サイレントからトーキー、モノ
クロからカラーなど）と衣装の見せ方の関係性、
②映画のなかの俳優とファッションの関係性、
③そこに描き出されていた理想の男らしさ・女らしさ、
④当時の社会との関係、
⑤観客の眼差しの変遷について、特筆すべき映画
の具体例を交えながら検討していく。
到達目標：映画のなかのファッションが時代によって
どのような役割を担っていたかを理解し、ファッション
の魅力を人に伝えられるように言語化（＝レポート提
出）することを目標とする。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

〇
自由選択A

パソコンスキルa

AdobeのPremiereを中心に使用し、動画の編集
を学び、最終的には一人で動画の完成まで出
来るようになる事を目的とする。
また編集の視点から企画・撮影についても学
ぶ。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

〇
自由選択A

パソコンスキルb

衣服の構造を理解し、その視覚的伝達表現ツー
ルとしてパーソナルコンピュータ及び、グラフィック
ソフトを使う能力を身に着ける。 ファッション企画、
アパレル生産における実務能力の習得、向上を
目標とする。
衣服製品図の製作を通してグラフィックソフトの基
礎技法習得を目指す。

2
・
前
期

30 1 〇 〇 〇

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業科目等の概要

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ファッションモデルコース）２０２２年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

実
験
・
実
習
・
実
技

校
　
　
内

校
　
　
外

専
　
　
任

兼
　
　
任

○ 特別講義Ⅱ
ファッション業界で求められるモデルになるため
に各業界のスペシャリストの講義し、内面的、
外面的な要素を磨く。

2
・
通
年

60 2 ○ ○ ○

○ 校外研修Ⅱ
学外の研修や見学を通し、ファッション分野を
幅広く理解させる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ イベント実習A

それぞれのコース目標に準じた企画立案、学生
主体のイベント運営を通し、新入生歓迎動画制
作と
イベント実施日のインスタレーション企画。
今後の自分の進路や目標設定に役立てる。

2
・
前
期

30 1 ○ ○ ○

○ 卒業制作

2年間の学習の集大成として、卒業制作を行う。
企画・プレゼンを行い、各分野に分かれて活動
する。
ファッションショー制作、雑誌制作、展示制作、
映像制作の分野で、個々の知識と技術を結集
して発表する。

2
・
後
期

## 4 ○ ○ ○

○
ファッションモデ

ル研究・創作

・２年間の学習の集大成として、学生個々での
研究創作とした作品制作（アパレル演習―
フォーマルウエア・アクセサリー制作）及びプレ
ゼンテーション・展示発表まで行う。

2
・
後
期

30 1 ○ ○ ○

20科目

１学年の学期区分

１学期の授業期間

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合について
は、

２　企業等との連携については、実施要項の３(３)の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

（別紙様式４）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（ファッション流通専門課程ファッション流通科ファッションモデルコース）２０２１年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携

授業科目等の概要

卒業要件：

合計

卒業要件及び履修方法

（留意事項）

1020単位時間 (    34  単位)

授業期間等

2期

15週

最終学年の修了、卒業必須単位数の取得

履修方法：
単位の取得、出欠席状況、課題提出・試験などにより評価をうけ修了するこ
と



種別

①

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

②

学院長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

清水　由紀
株式会社三越伊勢丹ヒューマンソリューションズ　人財ソリュー
ション事業部コスメグループ　採用担当　担当リーダー

令和4年4月1日～令和5年3月31日

佐谷　眞樹 サタニデザインコンポジット　代表 令和4年4月1日～令和5年3月31日

青砥　厚二 株式会社ユーストン　代表取締役 令和4年4月1日～令和5年3月31日

田中　和安
株式会社ユナイテッドアローズ　上席執行役員
第一事業本部　副本部長

令和4年4月1日～令和5年3月31日

高井　健悟 GROGLO　CO.,LTD　代表取締役 令和4年4月1日～令和5年3月31日

黒川　智生 VMIパートナーズ合同会社 令和4年4月1日～令和5年3月31日

工藤　尚一 株式会社三越伊勢丹　店舗戦略部　営業コンプライアンス部 令和4年4月1日～令和5年3月31日

◆教職員委員

相原　幸子

宮本　順一 宮本企画室合同会社　代表 令和4年4月1日～令和5年3月31日

髙瀬　弘将 株式会社ビームスクリエイティブ 令和4年4月1日～令和5年3月31日

井畑　博康 株式会社AOSTA　代表取締役社長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

安武　俊宏 株式会社ビームスクリエイティブ 令和4年4月1日～令和5年3月31日

高津　勝仁 松竹衣裳株式会社 令和4年4月1日～令和5年3月31日

田中　明美
田中 明美	株式会社ワールドストアパートナーズ
リテール・パートナーシップ推進部

令和4年4月1日～令和5年3月31日

横山　裕 株式会社桑山　商品企画部　デザイン開発課 令和4年4月1日～令和5年3月31日

児玉　龍之介 株式会社リングッド　工房　係長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編
成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

　文化服装学院の教育理念に基づき、各科の目的に合わせてカリキュラム編成を実施し、企業との連携科目による職業教育を行っている。
連携科目については、アパレル産業界の状況や教育課程編成委員会での企業委員からの提言をふまえ設置している。
連携授業では、アパレル産業界の現場で行われている実際の仕事を反映した実習・演習を実施し、実践的な技術習得をさせて成績評価を
行っている。
連携企業の選定については、当学院の教育理念をご理解いただき、積極的に実践教育を行っていただける企業と連携することを基本方針
としている。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

 文化服装学院は、学校運営に関する事項の最終議決機関であるグループ長会議の下部機関として委員会を設置している。その委員会の
ひとつとして、教育課程編成委員会規程を平成25年4月1日より施行し、委員会を組織した。教育課程のカリキュラムの編成、実施及び改善
に関する事項について、関連分野の企業・団体等との連携・協働を高め、助言を得るための機関として教育課程編成委員会を置いている。
委員会は、教務委員会の策定したカリキュラムの編成、実施及び改善について検証、助言を行うことになっている。
企業等の外部委員による意見を有効に活用するため、教職員委員は、学院長、グループ長、事務局長など幹部教職員と、各課程から選出
されている教務委員会委員が兼務し委員会を構成している。
教育課程編成委員会での意見、提言は教務委員会において検討され、各科課程・科によるカリキュラム策定に反映していくことになってい
る。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

佐古　かがり エムシーアパレル株式会社　デザイン企画部　取締役部長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

令和4年4月1日現在

大原　麻美 株式会社X　アシスタントデザイナー・ファブリックコーディネーター 令和4年4月1日～令和5年3月31日

名　前 所　　　属 任期

須賀　俊行
一般社団法人 日本アパレル・ファッション産業協会
人財育成委員会 人事小委員会委員
株式会社ルックホールディングス　人事総務部 人事課 課長

令和4年4月1日～令和5年3月31日

田島　智司
株式会社リーガルコーポレーション　技術開発部
開発課　課長代理

令和4年4月1日～令和5年3月31日

筒井　泰輔 株式会社ベルモード　代表取締役 令和4年4月1日～令和5年3月31日



（年間の開催数及び開催時期）

吉田　和代 学園就職支援室長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

間島　美央子 教育課程編成委員会委員（教務二課） 令和4年4月1日～令和5年3月31日

渡井　邦重 教務部長・生涯学習部部長・教務二課長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

小林　克也 学務部長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

杉山　美和 教育課程編成委員会委員（第4グループ） 令和4年4月1日～令和5年3月31日

三枝　みさお 教育課程編成委員会委員（第5グループ） 令和4年4月1日～令和5年3月31日

浜田　法子 教育課程編成委員会委員（学生課長） 令和4年4月1日～令和5年3月31日

佐藤　雄太郎 教育課程編成委員会委員（第3グループ） 令和4年4月1日～令和5年3月31日

勝又　淳司 教育課程編成委員会委員（第3グループ） 令和4年4月1日～令和5年3月31日

大工原　睦 教育課程編成委員会委員（第4グループ） 令和4年4月1日～令和5年3月31日

中澤　咲恵 教育課程編成委員会委員（第2グループ） 令和4年4月1日～令和5年3月31日

塚﨑　真由 教育課程編成委員会委員（第2グループ） 令和4年4月1日～令和5年3月31日

徳滿　真紀 教育課程編成委員会委員（第3グループ） 令和4年4月1日～令和5年3月31日

大津　公幸 教育課程編成委員会委員（第1グループ） 令和4年4月1日～令和5年3月31日

鞠子　有沙 教育課程編成委員会委員（第1グループ） 令和4年4月1日～令和5年3月31日

御田　昭子 教育課程編成委員会委員（第2グループ） 令和4年4月1日～令和5年3月31日

宮原　祐紀子 教育課程編成委員会（第2グループ）　委員長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

此村　公子 教育課程編成委員会（第2グループ）　副委員長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

三村　典召 教育課程編成委員会委員（第5グループ）　書記 令和4年4月1日～令和5年3月31日

野原　美香 第３グループ長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

宮原　勝一 第４グループ長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

朝日　真 第５グループ長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

野中　慶子 副学院長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

門井　緑 第１グループ長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

早渕　千加子 第２グループ長 令和4年4月1日～令和5年3月31日

教育課程編成委員会は、原則として企業等委員を含めた委員会を年2回以上開催することとし、令和3年度の開催日時は下記の
とおりである。委員会は各科ごとの分科会形式で実施しており、より綿密な意見交換を行い、各科の特長を活かしたカリキュラム
の設定および新規科目の開設や授業方法の改善、工夫を目指している。

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（6月、11月）

（開催日時（実績））

第１回　令和　4年　6月　24日　15：30～17：45

第２回　令和　4年　12月　14日　15：00～16：30

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

・パーソナルカラーの授業を導入。
・メイク知識収集のためコスメ市場の比較調査を行うことを提案。
・美容業界の現状を知るため、メイクの知識やファッショントレンド島の特別講義を実施している。



（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

修名：教育機関、学校関係者必見！「３Dモデリングが巻き起こす改革が志望者増、就職率上昇を生み出す！」
（連携企業等：一般社団法人ファッションデザインエンジニアリング協会）
期間：令和3年9月30日（土）
対象：Fメイクコース専任教員1名
内容：３Dモデリングによって「何がどこまで、どう変わるのか」「現場や働き方への波及効果」を明らかにし、カリキュラムを先行導入した学
校の事例を交えて新しいスキルを習得した人材育成の重要性を語り合う

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名：「チームビルディング」
（連携企業等：株式会社 しごと総合研究所　代表取締役 山田 夏子氏　）
期間：令和3年12月20日（月）
対象：本学全教職員
内容：「ワクワクする授業」「ワクワクする学校づくり」、そして「自分自身がより良くはたらく」ことを目指し、みんながこの学校で働いていて良
かったと誇りに思える組織づくりのヒントを得る体験型の研修

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

ポリバレント株式会社

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
「ファッション流通科ファッションメイクアップコース」はトータルコーディネートの一環としてヘアメイクを学び、メイクの提案も含めた総合的なファッション
にかかわるアドバイザーの養成を行っている。ヘアメイクの指導教員は外部の非常勤講師と連携して授業を行っている。
ファッションの流行に伴いメイクはトレンドに沿ったものが求められるが、その前提としてのT.P.O.に応じた基本となる技術を修得させることも重要であ
る。
指導教員はコレクション等の最新情報の把握、高度なテクニックの修得・研鑽と、「人間力」、「指導力」の向上を目的とした研修を継続的に行う。
専門技術修得のための研修は、研究企画委員会が「研究企画委員会規程」に基づき、教員の知識や技術の向上と実務能力の向上を目指して毎年度
研修を企画し、企業等から講師を招いて実施している。この研修については学校が研修費用を助成し実施するものと、個々のスキルに合わせ研修内
容を教員個人が選定し実施するものがある。
指導力向上を目的とした研修は、一定の就業年数に達した教員に向け、学院事務局教務部が主催し、「教員研修規程」及び「教員の海外研修及び国
内研修に関する規程」に基づき、指導力の向上・役割認識・資質の向上を目的として実施している。
また「文化学園職員研修規程」に基づき文化学園総務本部が研修を主催している。新入職員研修会では学園職員としての基本的知識や学園の歴史と
現状、就業規則及び諸規則の理解、社会人としてのマナー等の内容の研修を実施している。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

ファッション流通科ファッションメイクアップコースにおいては、全身のメイクが可能な人材を養成するという観点から、エステティッ
クおよびネイルデザインの実習において企業と連携している。いずれも顧客に直接施術を行う分野であり、現場の経験が豊富な
企業と連携するのが相応しいと考えエステサロンおよびネイルサロンを展開する企業と連携した。デザイン文化史では、芸術家が
どういう意図で作品制作を行ったのかを考察することで、クリエイションの方法論を探り、発想の引き出しを増やすことにつなげ
る。

ネイルデザイン
ネイルサロンが提案するネイルデザイン・テクニックを学び、新し
いネイルデザイン発想提案する。

株式会社レスイズモア

企業との連携により、人間の表面の美しさだけではなく、内面の
美しさをも引き出すことができる美容法として、エステテックを学
んでいく。
技術だけではなく、顧客に対して癒しと効果を提供することを学
び。自らの心も成長させる。

株式会社イーズインターナショナル

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

　企業等との連携による実習・演習は、基礎的なカリキュラムを修学した後が有効であるとの考えから、実施時期は2年次以降と
することを基本としている。企業等の現場で実際に働いている方々より直接指導を受け、実習、演習を行う事により、実践的な知
識・技術の習得を行う。同時に企業の現場でなければ得られない緊張感等から、実習内容以外の成果を挙げることも期待してい
る。
以上を前提として、実習には担任または担当教員が同行し、単なる授業の委託とならないよう配慮をしている。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例  ※科目数については代表的な５科目について記載。

デザイン文化史

複雑な成立過程を孕むようになった近代の西洋美術から現代の
アート動向までを解説。単純に美術作品を紹介するのではなく、
なぜそれらの傑作が生まれたのか、芸術家がどういう意図で作
品制作を行い成功したのかを考察することで、ヘアメイクやモデ
ルに必要なセルフプロデュースの方法論を探ることにつなげる。

エステティック



①専攻分野における実務に関する研修等

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名：「ファッション教育と知的財産」
（連携企業等：国立大学法人 山口大学 知的財産センター センター長 小川明子　氏　）
期間：令和4年9月1日（水）
対象：本学全教職員
内容：著作権について

研修名：「ハラスメント防止研修会」
（連携企業等：文化学園　学生生活支援室　室長　菊住　彰　氏　）
期間：令4年7月6日（水）
対象：本学全教職員
内容：ハラスメントについて

（３）研修等の計画

（６）教育環境
教室・講義室・実習室・研究室・事務室の整備・使用状況、機材・備品の管理状
況、付属機関・施設

（７）学生の受入れ募集 学生募集の状況、広報活動

（８）財務 財務状況

（３）教育活動
学校のカリキュラム編成、課程・教科のカリキュラム編成状況、授業研究、学外授
業、学校行事、課外活動、退学者への対策

（４）学修成果 教育・成績評価

（５）学生支援 キャリア支援、資格取得支援、学生相談体制、経済支援・健康管理

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（１）教育理念・目標 文化服装学院の教育理念、人材育成像

（２）学校運営 法人組織、事務職員の組織、教員の組織、意思決定機関、委員会組織

（９）法令等の遵守
法令遵守の状況・ハラスメント対策、諸規程の制定、学則、細則、内規等の整備、
個人情報の保護

（１０）社会貢献・地域貢献 活動への支援状況、公開講座・教育訓練等

（１１）国際交流 留学生の受け入れ状況、合作校・提携校の状況、外部団体・機関との連携

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。また、
評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

文化服装学院は、グループ長会議の下部機関として委員会を設置している。その委員会のひとつとして、学校関係者評価委員会
規程を平成25年4月1日より施行し、委員会を組織した。自己点検・評価の結果について客観性と透明性を高めるとともに、学外
の関係者から専門的な助言を得るため、外部評価を実施する機関と位置付けている。委員会は、本学院が実施した自己点検・評
価の結果について、検証・評価及び助言を行い、その結果を自己点検・評価規程に基づき、公表するものとしている。委員は、外
部委員のみで構成され、本学院の教育理念・目標について理解し、人材育成等に有識のある学外の関係者の中から学院長が選
考し、委嘱している。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（別途、以下の資料を提出）

＊　研修等に係る諸規程

＊　研修等の実績（推薦年度の前年度における実績）

＊　研修等の計画（推薦年度における計画）



1.

2.

3.

4.

5.

種別

企業等委員

企業等委員

企業等委員兼
卒業生

卒業生

企業等委員兼
卒業生

企業等委員兼
卒業生

URL：https://www.bunka-fc.ac.jp/about/outline/

公表時期：    令和　4年　8月　1日

（５）様々な教育活動・教育環境 ホームページ「学校行事・課外活動」

（６）学生の生活支援 ホームページ「学生支援」

（７）学生納付金・修学支援 ホームページ「学生納付金・修学支援」

（２）各学科等の教育 ホームページ「各学科の教育」

（３）教職員 ホームページ「教職員」

（４）キャリア教育・実践的職業教育 ホームページ「キャリア教育・実践的職業教育」

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

ホームページによる情報提供を基本としている。ホームページは企業等をのみを対象とせず、視覚的効果を意識した構成となっているが、
ガイドラインに沿った項目を列記したページ（下記URL)を設け、当該項目の情報に遷移する仕組みとなっている。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 ホームページ「学校の概要」

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関す
る情報を提供していること。」関係

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

株式会社TSIホールディングス　管理本部　人事部長 委嘱の日～令和6年3月31日

松本　ルキ 株式会社オールファッションアート研究所　代表取締役 委嘱の日～令和6年3月31日

木島　広 株式会社フクル　代表取締役 委嘱の日～令和5年3月31日

矢野　剛 株式会社繊研新聞社 取締役 編集局長 委嘱の日～令和6年3月31日

中本　文太

澤田　勘志 株式会社MORIパーソネル・クリエイツ 　代表取締役社長 委嘱の日～令和6年3月31日

芦川　照和 株式会社SUNデザイン研究所　プロデューサー 委嘱の日～令和6年3月31日

（３）学校関係者評価結果の活用状況

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

2022年度は、2021年度の自己点検・評価報告書を資料として関係教職員との意見交換も含め、学校関係者評価委員会において外部評価
を実施した。
学校関係者評価委員会は、本学院の教育活動の課題等の明確化に努めることを目的とし、本学院では指摘事項、提言を、同年及び次年
度以降の教育活動その他の学校運営の改善に活用するために方策を検討し、実施に努めている。
2022年度の第１回学校関係者評価委員会は2022年7月13日（水）に開催し、委員会の活動方針、自己点検・評価の取り組み・評価項目・重
点目標の説明、委員と関係教職員における質疑応答を行った。
第２回の委員会は、2022年9月21日（水）に開催し、評価を終えた委員からの総評、意見、提言を聴取するとともに、委員と関係教職員にお
ける質疑応答、意見交換を行い、それらをもとに外部評価及び提言を取りまとめ、報告書を作成した。

【本学院並びに本学科に対する評価および提言は以下の通りである】

「Withコロナ」のフェーズを迎え、リアルな体験やコミュニケーションへと揺り戻しが起こっている一方で、“オンライン”“デジタル”は、サス
ティナブ　ル、SDGs等の文脈からも必要不可欠なものとなっている。「DX（デジタルトランスフォーメーション）」による問題解決、新たな価
値創造の取り組みが期待されるなか、リアルとデジタルの垣根を超す変革に同時並行的に取り組んでいることを評価する。新たなチャレ
ンジに対し、良くなったという実感を伴う成果に期待している。

変化の時代にあっては、問題意識や課題認識の収集や本学院、本学科に対する期待をリサーチし、世界基準での強みを創ることが必
要である。

組織としてハラスメントの問題、法令遵守の意識づけに取り組むことは、引き続き重要である。

学生のキャリア形成のための支援は、情報収集の強化と、学生へのきめ細やかな対応により、成果を上げていることを評価する。さらに
視野を広げ、どのようなキャリア教育が必要なのかの議論を行っていくことが、教育機関の責務として肝要である。

社会との共生や、ファッションを通じた社会貢献の視点を持った実働を今後も継続的・持続的に行い、共に考え抜ける感性・力を養うべ
く、「共創教育」という高い視座による取り組みに向けた仕組みづくりを強く期待する。



URL：https://www.bunka-fc.ac.jp/about/outline/

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））

公表時期： 令和　4年　9月　1日

（１１）その他

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）情報提供方法

（８）学校の財務 ホームページ「財務」

（９）学校評価 ホームページ「学校評価」

（１０）国際連携の状況 ホームページ「国際連携の状況」
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